
ー

古

都

探

訪

ー

小

野

門

跡

と

日

野

薬

師

水

野

恭

一
郎

伏
見
区
醍
醐
の
名
刹
醍
醐
寺
を
は
さ
ん
で
、
北
に

「小
野
門

跡
」
随
心
院
と
、
南
に

「
日
野
薬
師
」
法
界
寺
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
醍
醐
の
山
並
み
を
背
に
、
そ
の
西
麓
の
景
勝
の
地
を
占
め

て
建

つ
真
言
宗
の
古
刹
で
あ
る
が
、
醍
醐
寺
の
著
名
さ
に
く
ら

べ
て
、

こ
の
小
野

・
日
野
の
両
寺
を
訪
ね
る
人
は
比
較
的
少
な

い
。
両
寺
と
も
古
く
は
山
城
国
宇
治
郡
の
内
で
あ
る
が
、
現
在

の
行
政
区
画
で
は
、
随
心
院
は
山
科
区
小
野
御
霊
町
、
法
界
寺

は
伏
見
区
日
野
西
大
道
町
で
あ
る
。

随
心
院
の
は
じ
ま
り
は
、
平
安
中
期
の
寛
仁
二
年

(
一
〇

一

八
)
に
、
醍
醐
寺
を
開
い
た
聖
宝
か
ら
五
代

の
法
孫
に
あ
た
る

に
ん
が
い

ま
ん
だ

ら

仁
海

に
よ

っ
て
開
創
さ
れ
た
も

の
で
、
当
時
は
牛
皮
山
曼
荼
羅

じ寺
と
称
し
た
。

こ
の
寺
号
の
由
来
に
つ
い
て
は
、

『真
俗
雑
記

問
答
鈔
』
に
載
せ
る

「小
野
曼
荼
羅
寺
名

事
」
に
よ
れ
ば

「小

ア
メ

ノ

野
雨
僧
正

(仁
海
)
夢
想

二
、
我
母
何

ノ
国

二
成
レ牛
有
由
示
レ

イ
チ

ゴ

之
、
彼

ノ
牛
ヲ
尋
得

テ

一
期
養
育
シ
テ
、
死
後
彼

ノ
皮
ヲ
剥
テ
、

画
二
両
界
曼
荼
羅
一、
安
二
置
彼
寺
一、
依

レ
之
号
二
曼
荼
羅
寺
こ

と
伝
え
て
い
る
。
な
お

『
古
事
談
』
(第

三
、
僧
行
)
に
は
、
こ

の
伝
え
を
仁
海

の
母
で
は
な
く
て
亡
父
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
前
掲
の

『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
の
記
事
に
、
仁
海
を

「小

野
の
雨
の
僧
正
」
と
記
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
仁
海
が
し
ば
し

ば
勅
に
よ

っ
て
請
雨
経
法
を

修
し
た
こ
と
に

よ
る
も

の
で

あ

る
。

『
秘
密
宗
要
文
』

(
第
十
五
、
僧
正
仁
海
)
に

よ
れ
ば
、

寛
仁
二
年
の
夏
、
炎
旱
が

つ
づ
き
穀
物
稔
ら
ず
、
大
極
殿
に
お

い
て
祈
雨
の
読
経
を
行
な
い
、
ま
た
諸
社
に
祈
雨
奉
幣
使
が
発

遣
さ
れ
た
が
、
そ
の
効
の
な
か

っ
た
と
き

、
「
仁
海
六
月
四
日
俄

蒙
二宣
旨

一、
於
二神
泉
苑
一奉
レ修
二請
雨
経
法

一、
第
五
日
雷
起
、

四
方
大
雨
降
注
、
(
中
略

)
従
二第
九
日
巳
時
一、
三
日
三
夜
大

雨
降
注
、
七
道
諸
国
播
植
苗
稼
」
と
記
し
、
ま
た
小
野
宮
右
大

臣
実
資
の
日
記

『
小
右
記
』

(
寛
仁
二
年
六
月
八
日
の
条
)
に

も
、

「神
泉
御
修
法
間
、
甘
雨
快
降
、
弘
法
大
師
遺
法
験
徳
掲

焉
、

阿
闍
梨
仁
海
真
言
臈
輩
、

令
三初
修
二秘
法

一、
令
レ降
二甘

雨
一、
尤
可
二帰
依

一
(中
略
)
仁
海
霊
験
甚
以
掲
焉
也
、
早
可
レ

被
レ
任
二僧
綱
一云
々
」
と

記
さ
れ
て
、

仁
海
の
請
雨
経
法
の
効
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験

に
感
歎
し
て
い
る
。
そ
し
て
や
が
て
後

一
条
天
皇
か
ら
、
そ

の
祈
雨

の
功
を
褒
せ
ら
れ
て
八
月
十
六
日
権
律
師
に
任
ぜ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
と
き
以
後
、
仁
海
は
祈
雨
修
法
の
勅
を
拝
す
る

こ
と
九
度
に
及
び
、
世
に

「雨
の
僧
正
」
と
呼
ば
れ
て
崇
め
ら

れ

た
。

と
う
み
つ

じ

そ
う

仁
海
は
ま
た
東
密

(真
言
密
教
)
事
相
の
小
野
流
の
始
祖
で

も

あ
る
。
東
密
の
事
相
に
は
、
大
別
し
て
醍
醐
寺

の
聖
宝
の
流

れ
を
承
け
る
も
の
と
、
御
室
仁
和
寺
の
益
信
の
流
れ
を
承
け
る

も

の
と
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
醍
醐
寺
を
中
心
と
す
る
東
密
事
相

は
、
小
野
曼
荼
羅
寺
の
仁
海
に
よ

っ
て
完
成
さ
れ
た
の
で
、

こ

れ
を

小
野
流
と
い
い
、

一
方
、
仁
和
寺
を

中
心
と

す
る

も
の

は
、
宇
多
法
皇
の
皇
孫
で
、
広
沢
池
の
ほ
と
り
に
遍
照
寺
を
開

き

「広
沢
僧
正
」
と

い
わ
れ
た

寛
朝
が

こ
れ
を

完
成
し
た
の

で
、
広
沢
流
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
小
野
流
は
仁
海

の
あ
と
、
そ

の
法
孫
範
俊
の
弟
子
厳
覚
の
法
門
か
ら
随
心
院

の
増
俊
、
勧
修

寺

の
寛
信
、
安
祥
寺
の
宗
意
が
出
て
、
小
野
三
流
が
成
立
し
、

ま
た
同
じ
く
仁
海

の
法
孫
義
範

の
弟
子
勝
覚

の
法
門
か
ら
醍
醐

寺

三
宝
院
の
定
海
、
理
性
院
の
賢
覚
、
金
剛
王
院
の
聖
賢
が
出

て
、
醍
醐
三
流
が
成
立
す
る
が
、
更
に
こ
の
小
野
三
流
と
醍
醐

三
流
を
合
わ
せ
て
小
野
六
流
と
称
し
て
い
る
。
仁
和
寺
の
広
沢

流
も
寛
朝

の
あ
と
、
広
沢
六
流
が
分
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

小
野
と
広
沢
の
両
六
流
を
合
わ
せ
て
、
ま
た
東
密
事
相
の

「野

沢
根
本
十
二
流
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
随
心
院

(曼
荼
羅
寺
)
は
、
仁
海

を
始
祖
と
す
る
東
密
小

野
流
発
祥
の
由
緒
あ
る
寺
院
で
あ
る
。

仁
海
に
よ

っ
て
開
創
さ
れ
た
曼
荼
羅
寺

の
中
に
、
そ
の
子
房

と
し
て
随
心
院
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、

曼
荼
羅
寺
五
世
の
増
俊

の
と
き
で
あ
る
。
増
俊
は
前
述
の
ご
と
く
東
密
小
野
三
流
の

一

つ
随
心
院
流
の
祖
と
な

っ
た
僧
で
あ
る
。
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代

の
は
じ
め
六
世
顕
厳

の
と
き
に
は
、
随
心
院
は
朝
廷
の
御
祈
願

所
と
な
り
、
ま
た
次

の
七
世
親
厳
は
承
久
元
年

(
一
二

一
九
)随 心 院 本 堂 と 庭 園
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'聖

七
月
旱
天

の
と
き
、
仁
海

の
と
き
と
同
様
に
、
後
鳥
羽
上
皇
の

仰

せ
に
よ

っ
て
神
泉
苑
に
お
い
て
祈
雨
修
法
を
行
な

っ
て
効
験

が
あ

っ
た
。

『仁
和
寺
御
日
次
記
』
の
承
久
元
年
七
月
十
九
日

の

条

に

「
神
泉
御
読
経
結
願
也
、
自
二去
十
四
日
一被
レ始
二行

之

一
、
権
僧
正
親
厳

」
と
あ
り
、
同
廿
七
日
の
条
に
は

「権
僧

正
親
厳
申
、
以
二神
泉
苑
祈
雨
御
読
経
賞
一、
御
祈
願
所
随
心
院

被
レ
加
二置
阿
闍
梨
二
口
一事
、
依
レ請
被
レ下
二山旦
旨

こ

と

あ

っ

て
、
祈
雨
効
験
の
功
に
よ

っ
て
随
心
院
に
阿
闍
梨
二
口
が
加
え

置
か
れ
て
い
る
。

(
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
は
阿
闍
梨
五
口
を
賜

り

置
く
と
し
て
い
る

。
)
親
厳
は
ま
た
東
寺
長
者
に
も
補
任
さ

れ

て
い
る
が
、
承
久
の
乱
後
も

後
堀
河
天
皇
の
厚
い

帰

依

を

得
、
寛
喜
元
年

(
一
二
二
九
)
五
月
に
東
寺

へ
下
さ
れ
た
官
宣

旨

に
、
讃
岐
国
の
善
通
寺
お
よ
び
曼
荼
羅
寺
を
、
権
僧
正
親
厳

の
門
跡
に
付
す
る
旨
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
随

心
院
は
門
跡
寺
院
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
親
厳

は
貞
永
元
年

(
=

一三
二
)
に
は
大
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、

親
厳

の
と
き
以
来
、
同
寺
は
随
心
院
門
跡
あ
る
い
は
小
野
門
跡

と
呼
ば
れ
て
寺
運
殊
に
栄
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
室
町
時
代
、
応
仁

・
文
明
の
大
乱
中
、
文
明
二
年
(
一

四
七
〇
)
七
月
中
旬
に
西
軍
の
将
大
内
政
弘
の
軍
勢
が
東
軍
を

醍
醐

・
山
科
に
攻
め
た
合
戦
に
、
醍
醐
寺
の
諸
堂
舎

(五
重
塔

の
み
残
る
)
と
と
も
に
、
随
心
院
も
兵
火
に
全
焼
し
て
、

一
時

衰
微
の
時
期
を
経
過
し
た
。
現
在
の
本
堂
は
慶
長
四
年

(
一
五

九
九
)
に
二
四
世
増
孝
の
と
き
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
こ

ろ
以
後
ま
た
徳
川
幕
府

の
保
護
を
得

て
、
寺
領
六
〇
〇
石
余
を

与
え
ら
れ
、
九
条
家

・
二
条
家
な
ど
か
ら
門
跡
が
入
山
し
て
寺

運
は
再
興
し
た
。
当
寺
の
本
尊
は
如
意
輪
観
音
坐
像

(秘
仏
、

鎌
倉
時
代
)
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
本
堂
に
は
阿
弥
陀
如
来
坐

像

(重
文
、
平
安
後
期
)
や
金
剛
薩
堙
坐
像

(重
文
、
鎌
倉
時

代
)
も
安
置
さ
れ
、
金
剛
薩
堙
像

に
は
像
内
に

「巧
匠
法
眼
快

慶
作
」

の
朱
書
銘
が
あ
る
。

随
心
院
の
あ
る
宇
治
郡
小
野
郷
は
、
古
代
の
豪
族
小
野
氏

の

居
住
地
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
随
心
院
の
あ
た
り
は
平
安

時
代

の
歌
人
小
野
小
町
の
邸
址
で
あ
る
と
の
伝
承
が
生
ま
れ
、

ふ
み
つ
か

本
堂
の
裏
の
木
立
の
中
に
小
野
小
町
の
文
塚

(深
草
少
将
を
は

じ
め
人

々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
千
束
の
文

を
埋
め
た
と
い
う
)
、

境
内
の
西
南
隅
に
小
町
の
化
粧
井
戸
と
伝
え
る
井
戸
な
ど
も
あ

ふ
み
は
り

る
。
ま
た
本
堂
安
置
の
地
蔵
尊
像
も
、

小
野
小
町
の
文
張
地
蔵

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
当
寺

の
前
庭
に
は
広
い
梅
園
が
あ
り
、
こ

れ
は
昭
和
四
十

一
年
か
ら
造
園
さ
れ
た
新
し
い
も
の
で
は
あ
る

は
ね
ず

が
、

「唐
棣

の
梅
」
と
呼
ば
れ
る
厚
物

の
紅
梅
で
、
三
月
下
旬

に

庭

一
面
に
花
を
開
い
た
と
き
の

風
情
は

目
を
奪
う
ば
か
り

で
、
近
時
京
都

で
最
も
美
し
い
紅
梅
の
名
園
と
い
っ
て
よ
い
。

毎
年
三
月
三
十

日
に
は
、

こ
の
梅
花
に
ち
な
ん
だ

「
は
ね
ず
踊

り
」
も
境
内
で
催
さ
れ
て
い
る
。

随
心
院
か
ら
醍
醐
寺
前
を
過
ぎ
て
、
奈
良
街
道
の
古
い
町
並
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を
南

へ
お
よ
そ
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
石
田
か
ら
左
折
し
て
東
の

山
裾
、

日
野
の
里
に
法
界
寺

(
日
野
薬
師
)
が
あ
る
。

日
野
の

里
は
北
家
藤
原
氏
の

一
流

で
あ
る
日
野
家

の
山
荘
の
あ

っ
た
と

こ
ろ
で
、

こ
こ
に
法
界
寺
が
営
ま
れ
た
の
は
、
随
心
院
の
草
創

か
ら
三
十
年
あ
ま
り
の
ち
の
永
承
六
年

(
一
〇
五

一
)
、

日
野

す
け
な
り

資

業
が
出
家
す
る
に
あ
た

っ
て
、
こ
の
地
に
薬
師
堂
を
造
立
し

た

の
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。

『叡
岳
要
記
』
に
載
せ
る

「
日
野
薬
師
事
」
の
記
事
に
は
、
「伝
教
大
師
自
造
二三
寸
像
一、

　
れ
　

太
政
大
臣
房
前
孫
子
左
大
臣
内
麿
、
自
二
慈
覚
大
師
御
手

一
奉
レ

望

随 心 院 の 梅 園

伝
レ
之
、
為
二本
尊
一相
続
及
二数
代

一、
資
業
三
品
之
時
、
造
二大

仏
像

一
、
奉
レ納
二御
身

一畢
、
建
レ寺
号

二法
界
寺

こ

と
記
し
、

ま
た

『帝
王
編
年
記
』
に
は
、

「弘
仁
十
三
年
六
月
、
参
議
左

大
弁
藤
原
朝
臣
家
宗
、
可
レ立
二戒
壇

一之
由
、
帯
二宣
旨

一登
山
、

伝
教
大
師
不
レ耐
二悦
喜

一、
以
二七
寸
薬
師
像

一
躰

・
太
刀

一
腰

・
多
羅
葉
薬
師
経

一
巻

一与
レ之
、
今

日
野
本
仏
是
也
云
々
、
同

六
刀
四
日
大
師
入
滅
」
と
、

や

や

異

っ
た

所
伝
を
載
せ
て
い

る
。
し
か
し

『
帝
王
編
年
記
』
に
伝
え

る
弘
仁
十
三
年

(八
二

二
)
に
は
、
家
宗
は
未
だ
六
歳
で
、
年
代
的
に
疑
問
が
あ
り
、

『
叡
岳
要
記
』
の
方
は
年
紀
を
缺
い
て
は
い
る
が
、

一
応

こ
の

所
伝
に
従
え
ば
、
藤
原
内
麻
呂
が
、
伝
教
大
師
自
作
の
薬
師
如

来

の
小
像
を
、
慈
覚
大
師
円
仁
の
手
か
ら
授
か
り
、
そ
れ
が
持

仏
と
し
て
数
代

日
野
家
に
伝
わ

っ
て
い
た
の
を
、
資
業
が
法
界

寺
を
造
立
し
た
と
き
、
同
寺
の
本
尊
と
し

て
新
た
に
薬
師
如
来

像
を
作
り
、
伝
教
大
師
の
小
仏
を
そ
の
胎
内
に
納
め
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
を
も

つ
薬
師
如
来
立
像
は
、
現
在
も
法

界
寺
薬
師
堂
に
秘
仏
と
し
て
安
置
さ
れ

て
い
る
が
、
像
高
八
八

・
五
セ
ン
チ
、
藤
原
時
代
の
様
式
を
も

つ
白
木
造
の
檀
像

(重

文
)

で
、
日
野
の
薬
師
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
、
殊
に

胎
内
に
小
薬
師
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、

い
つ
し
か

「
乳
薬
師
」
と
も
呼
ば
れ
て
、
安
産
や
授
乳
を
祈
願
す
る
参
詣

者
が
少
な
く
な
い
。

日
野
資
業
が

法
界
寺
の

薬
師
堂
を

創
建
し
た
の
に

つ
づ
い
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て
、
資
業
の
子
実
綱
が
、
永
保
元
年

(
一
〇
八

一
)
に
、
そ
の

娘

の
菩
提
の
た
め
に
同
寺
内
に
観
音
堂
を
造
立
し
て
い
る
。

こ

の
実
綱
の
娘
は
権
大
納
言
藤
原
宗
俊
の
室
で
、

『
中
右
記
』
を

書

い
た
中
御
門
右
大
臣
宗
忠
の
生
母
で
あ
る
。

『
中
右
記
』
の

寛

治
六
年

(
一
〇
九
二
)
九
月
二
日
の
条
に
、
宗
忠
が
南
都

の

春

日
社

・
南
円
堂
に
詣
で
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
に
つ
づ
い

て
、
「帰
洛
之
次
、
参
二向

日
野
観
音
堂
一、
(中
略
)
件
日
野
是

故

伊
与
三
位
入
道

(資
業
)
所
二建
立

一道
場
也
、
伝
教
大
師
自
作

給
薬
師
仏
安
二置
其
中
一、
是

一
家
之
大
宝
也
、
至
二
観
音
堂
一、

故
備
中
守

(実
綱
)
建
立
」
と
あ

っ
て
、
宗
忠
も
亡
母
に
ゆ
か

り

の
日
野
の
観
音
堂
に
参
詣
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
法
界
寺
に

は
更
に
諸
堂
が
相

つ
い
で
建
立
さ
れ
た
ら
し
く
、

『
中
右
記
』

の
元
永
元
年

(
一
一
一
八
)
五
月
五
日
の
条
に
は

「今
日
遠
忌

也
、
仍
晩
頭
入
二
日
野
一、
(中
略
)
於
二阿
陀
弥
堂

一、
以
二僧
六

人

一供
養
」
と
あ
り
、

ま
た

元
永
二
年
五
月
十
九
日
の
条
に
は

「今
朝
経
布
送
二
日
野
丈
六
堂
一了
」
と
の
記
事
も
見
え
、
丈
六

の
阿
弥
陀
如
来
像
を
安
置
し
た
阿
弥
陀
堂
も
こ
の
こ
ろ
出
来
上

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
更
に
、
同
じ
く

『
中
右
記
』

の
保
安
元
年

(
一
一
二
〇
)
八
月
十
五
日
の
条
に

「早
旦
入
二
日

野

一、
相
営
塔
事
、
従
二今
日
一可
レ在

二
日
野
一也
」
と
あ
り
、

つ

づ

い
て
八
月
廿
二
日
の
条
に

「
天
快
晴
、
今

日
年
来
所
二造
営
一

之

日
野
法
界
寺
中
塔
婆
、
所
二供
養
一也
、
早
旦
講
師
権
律
師
忠

尋
来
、
先
有
二鎮
壇
事
一
、
任
二注
文

一五
宝
五
薬
等
相
儲
、

令
レ

埋
二堂
地
一也
、
(
中
略

)
巳
時
許
、
塔

荘
厳
畢
」
と
あ

っ
て
、

法
界
寺

の
塔
も
建
立
さ
れ
、
宗
忠
も
そ

の
落
慶
供
養
の
た
め
に

数
日
間
、

日
野
に
滞
在
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て

法
界
寺
に
は

薬
師
堂
の

創
建
に

つ
づ
い

て
、
数
十
年
の
間
に
堂
塔
が

つ
ぎ

つ
ぎ
に
造
立
さ
れ
て
、
寺
域

も
拡
大
さ
れ
、
盛
観
を
呈
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

鎌
倉
時
代
に
入

っ
て
以
後
は
、
承
久
三
年

(
一
二
二

一
)
承
久

の
乱
の
際

の
兵
火
を
は
じ
め
、
幾
た
び
か
の
火
災
に
よ

っ
て
次

第
に
伽
藍
を
失
い
、

殊

に

室
町
時
代
、
応
仁

・
文
明
の
大
乱

に
、
随
心
院
の
場
合
と
同
様
、
文
明
二
年
七
月
中
旬
の
兵
燹
に

よ

っ
て
、
法
界
寺
の
堂
舎
も
薬
師
堂

・
阿
弥
陀
堂
を
残
し
て
焼

亡
し
た
ら
し
く
、
大
永
六
年

(
一
五
二
六
)
の
こ
ろ
、

こ
の
地

を
訪
ね
た
連
歌
師
宗
長
も

『宗
長
手
記
』
の
中
に
、

「
日
野
七

薬
師
門
前
よ
り
杖
に
て
、
ま
こ
と
に
さ
ひ
し
く
哀
に
、
あ
ら
し

に
ま
よ
ふ
落
葉
、
仏
前

の
ふ
る
き
戸
帳
に
吹
ま
よ
ひ
、
車
の
わ

れ
こ
こ
か
し
こ
に
ち
り
ほ
ひ
、
む
か
し
お
ほ
ゆ
る
心
ち
し
て
」

と
、
そ
の
衰
微
の
さ
ま
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
更
に
、

薬
師
堂
も
天
正
年
中
に
火
災
に
か
か
り
、
以
後
は
阿
弥
陀
堂
を

残
す
の
み
と
な

っ
た
。
永
承
六
年
薬
師

堂
創
建
の
と
き
以
来
の

本
尊
の
薬
師
如
来
像
は
、
幸
い
焼
失
を
ま
ぬ
か
れ
て
、
そ
の
後

は
長
く
阿
弥
陀
堂

へ
移
し
て
奉
安
さ
れ

て
い
た
が
、
明
治
三
十

七
年
に
至

っ
て
大
和
竜
田
の
伝
燈
寺

の
本
堂
を
移
建
し
て
、
漸

く
法
界
寺
薬
師
堂
が
再
興
さ
れ
た
。

こ
の
新
薬
師
堂

の
棟
木
に
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は
康
正
二
年

(
一
四
五
六
)

の
銘
が
あ
り
、
室
町
中
期
の
建
造

物

(重
文
)

で
あ
る
。

法
界
寺

の
堂
塔
の
う
ち
平
安
時
代
の
も

の
と
し
て
た
だ

一
っ

残
さ
れ
た
阿
弥
陀
堂

(国
宝
)
は
、
宇
治
平
等
院
の
鳳
凰
堂
な

ど
と
並
ぶ
藤
原
時
代
の
代
表
的
な
建
造
物

で
、

五
間
五
面
、
桧

皮
葺
、
宝
形
造
の
御
堂
の
姿
は
美
し
い
。
堂
内
の
内
陣
は
す
べ

て
極
彩
色
で
荘
厳
さ
れ
、
殊
に
漆
喰
地
の
壁
間
に
画
か
れ
た
飛

天

の
壁
画

(国
宝
)
は
、
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
け
た
今

日

で
は
、
完
全
な
も
の
と
し
て
最
も
古
く
、
し
か
も
秀
れ
た
作
品法 界 寺 阿 弥 陀 堂

こ
う

て
ん
じ
よ
う

ほ
う
そ
う
げ

で
あ
る
。

格

天

井

に
画
か
れ
た
宝
相
華

も
、
美
し
い
色
彩
が

今
な
お
鮮
や
か
に
残

っ
て
い
る
。
阿
弥

陀
如
来
坐
像

(国
宝
)

は
、
鳳
凰
堂
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像

(定
朝
作
)
と
ほ
ぼ
同
じ
様

式
で
、
恐
ら
く
元
永
年
間
に
阿
弥
陀
堂

が
造
立
さ
れ
た
当
時

の

も

の
で
あ
ろ
う
。
兵
部
卿
平
信
範
の
日
記

『
兵
範
記
』
の
保
元

二
年

(
一
一
五
七
)
四
月
廿
二
日
の
条

に

「
殿
下

(関
白
藤
原

忠
通
)
渡
二御
法
性
寺
殿
一、
今

日
密

々
令

レ向
二
日
野
一給
、
丈
六

堂
阿
弥
陀
仏
、
依
二定
朝
造
一、
可
下令
二拝
見

一給
上之
故
云

々
」

と
み
え
て
お
り
、
法
界
寺
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
、
確
証
は
な
い

が
、
既
に
平
安
末
期
の
こ
ろ
か
ら
定
朝
作
と
い
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
界
寺
は
、

そ
の
創
建

の
由
来
か

ら
す
れ
ば
、
は
じ
め
天
台
宗
の
寺
院
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
室
町
初
期
の
こ
ろ
、
醍
醐
寺
と

の
関
係
が
深
く
な

っ

て
以
来
、
真
言
宗
に
転
じ
、
現
在
も
真
言
宗
醍
醐
派
に
属
し
て

い
る
。

な
お

日
野
の
里
は

日
野
家
の

山
荘
の
地
で

あ

っ
た
こ
と
か

ら
、
法
界
寺
を
開
い
た
日
野
資
業
の
曽
孫
有
範
の
子
と
い
わ
れ

る
親
鸞
上
人
も
、

こ
の
地
で
生
ま
れ
、
幼
時
か
ら
法
界
寺
の
阿

弥
陀
仏
を
礼
拝
し
て
い
た
と
の
伝
承
が
あ
り
、

い
ま

「
日
野
誕

生
院
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
御
堂
が
、
江
戸
末
期

の
こ
ろ
真
宗
の

僧
侶
に
よ

っ
て
、
法
界
寺
の
東
に
隣
接
し

て
造
ら
れ
、
真
宗
門

徒
の
信
仰
の
地
と
も
な

っ
て
い
る
。

(み
ず
の

き
ょ
う
い
ち
ろ
う

文
学
部
教
授
)
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